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2000年代の教育改革による高等学校への必修教科 Life Orientationの導入の重要性が明らかとなった。 
【課題３】は定性的・定量的分析によって学習者・教育者の視点からの教育の成果を分析した。まず
定性的分析を通じては、「共生社会」という言葉に対する肯定的なイメージと南アフリカの現実社会に
おける「共生」についての批判的な認識の葛藤を中心に、共生教育における有用性と困難さの両義性が
６つの面から把握された。それを前提とした定量的分析では、Life Orientationの学習経験がもたらし
得る差別的振る舞いに対する「抑止的」志向性が検証された。その志向性は理念どおりには普遍性をも
たず、「学校という場」「人種差別という対象」に限定されること、また自らの「ネイション」の外部性
とは関連しないことなどが指摘された。 
 
（考察） 
以上のことを総合的に考察する【課題４】からは、南アフリカの教育と社会的現実の関連についての
知見が示された。過去の加害者と被害者を包含する社会の形成を目指してきた南アフリカでは、「共生」
に向かう営みにも本来的に葛藤が含まれざるを得ない。そのために学校教育プログラムにおいては、
「共生社会」の理想と実際に社会で他者と「共生」することとを切り分ける必要が生じる。本研究では、
そのような「共生」の概念規定とその伝達を支えているのが、「共生」をめぐる議論においてしばしば
忌避されることのある、人間の「失敗」の可能性を前提とした思考であることが指摘された。本研究の
この知見は、「共生」の困難さを現実的に考慮しなくてはならない社会において、共生概念は葛藤を含
む概念にならざるを得ないことを示したことになる。加えて、そのような前提に立った共生教育を展開
することが、身近な差別への対処の技法を学ぶ場となり得ることが示された。 
 
審査様式２－１ 
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審査の結果の要旨 
（批評） 
 ユネスコが教育課題として「共に生きることを学ぶ」ことを掲げるなど、「共生」への志向性の高ま
りは世界的な教育思潮に見出されるが、その実践の様相を南アフリカ社会の個別具体的な現実のなかで
探索した本研究の情報価値は極めて高い。従来の多文化主義に基づいた教育のあり方の限界を照らし返
す意味も生じさせることとなった。南アフリカの宗教および政治状況と切り離した教育プログラムとし
ての一般的意義をどこまで主張できるかという点が今後の課題として残されたが、実際の授業観察を通
して得られた知見などには認識利得が大きい。本研究の成果は今後のこの領域の研究に大きく貢献する
ものであり、博士学位論文としての水準に達していると判断される。 
平成２８年５月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
